	作　 業　 標　 準 　書
	
	施　工　会　社
	工事名
	

	
	
	
	会社名
	

	作業区分
	鉄骨作業
	
	
	現場代理人
	

	単位作業
	鉄骨建方作業
	
	
	受領年月日
	年　　　月　　　日
	受領印
	㊞


	使用機械
	JCC-400Hタワークレーン、KH－180クローラクレーン

	使用工具
	台付ワイヤー、シャックル、メガネレンチ、スパナ、手ハンマ、ボル芯、つり袋　他

	使用材料
	

	保護具
	保護帽、安全帯、手袋、親綱、墜落防止用ネット

	資格・免許
	クレーン運転士免許者、鉄骨の組立等作業主任者、玉掛技能講習修了者
高所作業員検定修了者
	作業人員
	名

	作業の手順
	要　　　所　・　急　　　所
	備　　　　考

	１．作業前のミーティングを行い、記録する。
	・作業内容を確認し、分担を決め、方法、手順を全員で検討確認する。
・作業員の員数、健康状態を点検する。
・建方順序を確認し、鉄工及び警備員と打合せ、車輌の入場順序を決める。
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	２．有資格者の確認をする。
	・玉掛免許を確認する。
・「高所作業員」検定修了者である事を確認する。
	

	３．機械工具の点検をする。
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・荷捌機の点検記録。
・工具及び台付ワイヤー等の点検。

・手持工具の落下防止処置の点検。

・信号施設（有線通信等）の点検。
	

	４．保護具の点検をする。
	・安全帯は高所作業用（TK式）とする。
	

	５．仮設施設の点検をする。
	・立入禁止場所を柵、ロープ等で囲い、標識を設ける
・外周ネット、水平ネット、外周線親綱等で不備はないか点検する。

　（有れば、建方作業開始前に完了しておく）

・部材の仮置及び荷捌場所の点検。
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	６．信号合図の確認。
	・特に、荷受者の会社が異なる場合は、必ず行って合図を統一しておく。
	

	
	
	

	荷　捌
	
	

	７．柱を車上より降ろす。
	・KH－180クローラクレーンの作業半径が小さいので（18ｔ×6M）、荷降しの際、作業半径を広くしなくて済む様に、車輌を誘導する。

	


	作業の手順
	要　　　所　・　急　　　所
	備　　　　考

	
	・荷置場に台棒を置く（十字ブラケットの場合は、台棒が確実にブラケット部分に当る様に置き、柱自重で台棒が転ばない様にする。）又、柱を吊降しながら台棒の位置を調整する場合、荷の直下に入らないようにする。
・柱荷降しの場合、台付ワイヤーは大廻しとなるが、角当て（アルミ製磁石付）を必ず４箇所に使用する。

・大廻り用台付ワイヤーは毎日点検し、不良品は取替る。
	[image: image4.png]




	８．附属物を取付ける。
	・柱昇降用タラップを取付ける。
（工場で溶接取付、現場ではしごを取付ける方法は今はない）

・工場で受金物は付けてある。
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	９．柱の玉掛けを行い柱を起こす。
	・柱の立起こしは、TCとクローラによる相吊りを原則とする。（柱自重が18ｔ有る事、及び柱下端を傷つけないため）
・柱上部エレクションピースに直接シャックル（BB－φ36）を取付ける。

・柱下部エレクションピースには吊ピースをM－22ハイテンボルト３本で取付け、これにシャックルをかける。

・介錯ロープ（安全ロープ不可、マニラロープ使用の事）

・地切りまでの合図は２名の合図者で行う。（タワークレーンは無線通信、クローラクレーンへは手合図とする）

・立起し後、下部吊ピースを撤去する。

（柱下端を仮に接地させる場合は、台棒を必ずかませる。）

・柱上部にクズワイヤーを巻き（三回巻以上）、クリップ３ヶで止め、これにシャックルを介入し、歪直用ワイヤーを４本取付けておく。（歪直用ワイヤーは、丸めてブラケットに番線で固定する事）
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	10．梁を車上より降ろす。
	・梁材の大廻りは行ってはならない。

　（必ず、吊ビースを使用し、１枚づつ降ろす事）

・車上で梁材がフランジどうしでかみ合っている場合は、荷崩れに注意しながら水平に引離してから降ろす。
	


	作業の手順
	要　　　所　・　急　　　所
	備　　　　考

	
	・同上作業時、車輌荷台廻りに他の作業員がいない事を確認してから行う。（特に運転手、警備員及びTV係員に注意する）

・仮置場に台棒を敷き並べ、その上に梁材を置く。

・梁材を複数並べておく時は、梁のたおれ防止処置を必ず行う。

　（同材なら梁上にパイプを流し、梁とパイプをキャッチクランプで固定する。）
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	11．梁上に親綱を取付ける。
	・親綱は三種類の長さのものがあるので、各々ロープ端部で色別けしておく。

・親綱を梁上に伸ばしておき、ボルト穴を利用し、番線にて結束する。

・介錯ロープを取付ける。

・工具袋をフランジボルト穴を利用して吊下げる。

　（工具袋吊りに鉄筋フック等の使用禁止、カラビナを使用する事）

・二連又は三連吊りにする時は、自々の取付位置に見合った長さの台付を使用する。この時、介錯ロープは、右図の如くする。
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	12．ユニットフロアーをストックヤードから移動する。
	・吊治具を使用し吊上げる。

・介錯ロープを取付けておく。（２本）
・旋回範囲内に作業員、及び車輌が立入っていない事を確認する。（居る場合は範囲外に出る様注意を促し、この間、旋回は中止する）

・仮置場に枕木を置き、これにユニットフロアーを置く。
	

	13．巻上げ、地切りをし、一旦停止し、荷振れ及びワイヤー吊具を確認する。
	・地切り直前のシャックルの向きを確認し、異常があれば巻上げを停止し、修正する。

・附属物等がワイヤー及びシャックル等に当りずれていないか確認する。
	

	14．巻上げ、所定の位置まで旋回し、静かに停止する。
	・地切り後、地上5～6Mまで巻上げたら、吊荷が回っても建物に当たらない範囲までブームを倒す。
　（この間、介錯ロープで吊荷の方向を正す）

・建方階の所定の位置に吊荷が来たら旋回を停止し、介錯ロープで方向を修正し、荷振れが納るのを待つ。
	

	15．柱を建てる。
	・取付予定柱の足元状況を確認する。（附近のデッキプレートの敷込が完了していない部分があれば、足場板等で開口部を養生する。又、ボルト箱、不要工具があれば事前に片付けておく。）
	


	作業の手順
	要　　　所　・　急　　　所
	備　　　　考

	
	・柱を静かに降し、取付位置の10cm程度上で一旦停止し、エレクションピースのスプライトプレートを付替える。
	

	16．梁を取付ける。
	・柱のアイボルトに命綱を架け、柱ブラケット上で待機する。

・梁が所定の位置に来たら、上フランジのスプライスをブラケットに引架け、シノで仮固定する。

・ウェブスプライス板のボルトを外し取付直し、仮ボルトで固定する。（この作業の時、スプライスプレートを落さない様十分注意して行う）

・仮ボルトはフラジウェブ共全数の1/3以上かつ２本以上入れ、確実に締付ける。
・ボル芯、手ハンマーは落下防止ひもの環を必ず手首に掛けて使用する。

・仮ボルト締付完了後、梁上の余分のボルト、不要の工具がない事を確認する。

・梁上の親綱をカラビナで柱の親綱フック受金物に掛ける。（他端は親綱ロープをしぼって緊張する）

・親綱に命綱を掛け、台付をはずす。
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	17．ユニットフロアーを取付ける。
	・所定の位置までは、吊荷を90度回転させて吊降ろす。

・取付位置の約1.5M上りまで来た時、介錯ロープで静かに90度回転させ、正規の方向にし（親綱に命綱を掛けて作業する事）　荷振れの止まるのを待つ。

・取付位置に静かに吊降ろす。

ユニットフロアーと大梁のクリアは片側で10m/mしかないので、ガセット取合の内、１ヶ所でも引掛かれば、吊降しを一旦停止し、荷振れが止まるのを待つ。

・仮ボルトは全数（6ヶ所共）入れ、確実に締付ける。

・ボルト、工具等を片付け、工具袋に戻した後、台付をはずす。
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	18．残材の整理をする。
	・台付ワイヤーの損耗の有無を確認して整理する。

・シャックル等もサイズ別に、所定の場所に収納する。

・台棒等の木片、番線クズ、雑ボルト等を片付け清掃する。
	

	19．工具類、仮設材の片付整理をする。
	・建方階に、余分のボルト、工具等が放置していないか確認する。
・立入禁止の囲い、表示札等を確認する。
	


	作業の手順
	要　　　所　・　急　　　所
	備　　　　考

	
	・明日建方予定の範囲を整備する。

（不要材の片付、開口養生、立入禁止範囲の表示等）
	

	20．作業終了を報告する。
	・作業が終了した事を、重機オペレーター、鉄工等関係者及び職員に報告する。
	

	
	
	


PAGE  
- 4 -

